
平成 30年12 月おくの細道松島海道 移動定例会のご案内 

 

 

 

 

 

 
                    

● 紅葉の便りも里にやってきました。皆さん方には益々、ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

見学希望者を含め、参加者には桑折宿のおもてなしと『おくの細道』新説を配布。是非お越し下さい。 

 

「移動定例会」12月 8日（土）『おくの細道』奥州街道仙南編 

『おくの細道』実地研修 （昼 食 ： 奥州街道桑折宿の特製ランチ付き） 

ガイド：桑折町商工会会長・渋谷浩一氏、伊達市文化財保存会事務局：関根 勉氏 

①マイクロバスで移動（28人乗り）※貸切マイクロバス代込み参加費：3500円前後（当日徴収） 

②松島町ア・トレル8:00～多賀城市体育館8:30～仙台駅東口福祉大前9:00～国見インター10：00 

③参加費用3,500円（昼食、交通費、資料代込み。すべて実費の個人負担）。 

 

◎参加者：定員 28名で締め切ります。会員以外の参加募集の声がけをお願いします。 

 

◎行 程 表 と 申込先： 事務局千 葉 壮 喜090-5830-3435 代表 京野英一090-8923-1271 

松島町ア・トレル発8：00ー多賀城ー仙台駅東口福祉大前ー高速道ー国見インター9：50 

弁慶の硯石ー伊達の大木戸：厚樫山防塁 10：30－伊達五山：観音寺ー昼食（12：00ー30） 

桑折西山城本丸他ー伊達五山：満勝寺（初代伊達家朝宗墓所）14：00ー佐藤家・ゆかりの医王寺ー 

桑折駅（東山道・奥大道・奥州街道）ーインターー仙台駅東口ー多賀城ー松島町ア・トレル 17：30 

 

※ これまでの謎・解明されなかった「岩沼宿・武隈の松」と「名取・笠島：中将実方」の俳文を倒置した理由

を解説いたします・・・・俳諧連句「観音開き」の構成を読み取りましょう。「伊達の大木戸、二人の嫁：

甲冑姿」、「身疲れ侍れば：西行の薄」から、「目覚むる心地：桜と松」の展開に注目しよう。     

 

主 催 おくの細道松島海道 ● 事務局：千葉壮喜 226-2666、松島：桜井勝三 354-4023  

  

写真左：弁慶硯石から厚樫山防塁「伊達の大木戸」の眺望  写真右：伊達家初代朝宗の墓地：満勝寺 


